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︻
審
査
の
経
緯
】

●
本
市
で
は
、
平
成
２１
年
１０
月
に
議
会
の

議
決
を
経
て
策
定
し
た
広
島
市
基
本
構
想

及
び
第
５
次
広
島
市
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
都
市
像
と
し
て
掲
げ
た
「
国
際
平
和

文
化
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
都
市
づ
く
り
を
推
進
し
て
き

た
。

●
そ
の
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が
、
令
和

２
年
度
で
満
了
す
る
た
め
、
平
成
２９
年
度

か
ら
、
基
本
構
想
及
び
基
本
計
画
の
改
定

作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

︻
市
議
会
に
お
け
る
調
査
研
究
】

●
本
市
議
会
に
お
い
て
も
、
こ
の
基
本
構

想
及
び
基
本
計
画
が
長
期
に
わ
た
る
都
市

づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会

と
し
て
十
分
調
査
・
研
究
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
、
令
和
元
年
６
月
２５
日
に
議
長

を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
広
島
市
基
本

構
想･

基
本
計
画
特
別
委
員
会
を
設
置
し

た
。

●
以
後
、
こ
れ
ま
で
の
約
１
年
の
間
に
４

回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
広
島
市
総
合
計

画
審
議
会
で
の
審
議
等
を
踏
ま
え
た
基
本

構
想
及
び
基
本
計
画
の
た
た
き
台
や
素
案

な
ど
が
理
事
者
か
ら
示
さ
れ
る
都
度
、
こ

れ
に
対
す
る
議
会
と
し
て
の
意
見
等
を
表

明
し
、
精
力
的
に
調
査
・
研
究
を
し
て
き

た
。

●
そ
う
し
た
本
委
員
会
で
の
調
査
研
究
も

踏
ま
え
た
基
本
構
想
の
改
定
等
の
議
案
が

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
、
６
月
１５
日
に
本

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

●
本
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
広
島
市
基

本
構
想
の
改
定
及
び
第
６
次
広
島
市
基
本

計
画
の
決
定
等
に
つ
い
て
、
６
月
１６
日
、

１８
日
、
１９
日
の
３
日
間
、
慎
重
か
つ
熱
心

に
審
査
を
行
っ
た
。

︻
審
査
に
お
け
る
委
員
の
主
な
意
見
】

●
人
口
減
少
、
高
齢
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

１０
年
後
、
２０
年
後
、
ど
の
よ
う
な
広
島
市

を
つ
く
る
の
か
が
大
事
で
あ
り
、
今
後
、

変
化
が
生
じ
て
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生

に
よ
り
、
こ
の
計
画
が
的
外
れ
な
も
の
に

な
る
こ
と
も
有
り
得
る
の
で
、
計
画
を
練

り
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。

●
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
中
で
、
広
島

城
築
城
と
共
に
誕
生
し
た
城
下
町
広
島
や

昭
和
２０
年
８
月
６
日
の
原
爆
投
下
な
ど
、

広
島
の
原
点
、
歴
史
に
つ
い
て
記
述
し
、

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
。

●
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
に
向
け
て
、

世
界
に
喚
起
し
て
い
く
た
め
に
は
、
広
島

の
役
割
と
し
て
積
極
的
に
発
言
を
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
文
化
芸
術
基
本
法
を
踏
ま
え
、
条
例
の

制
定
や
法
に
規
定
す
る
推
進
基
本
計
画
の

策
定
、
ま
た
は
本
市
独
自
の
文
化
芸
術
計

画
の
法
定
計
画
へ
の
位
置
付
け
な
ど
を
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
基
本
計
画
の
中
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
基
盤

の
整
備
・
充
実
に
当
た
っ
て
は
、
更
な
る

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
の
創
出
が
必

要
で
あ
る
。

●
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
中
に
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
大
転
換
と
し
て
、

１
０
０
年
後
を
見
据
え
、
浜
田
市
か
ら
広

島
市
、
松
山
市
を
経
由
し
高
知
市
ま
で
の

都
市
圏
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
構
築
を
加
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

●
２
０
０
万
人
広
島
都
市
圏
構
想
に
つ
い

て
は
、
福
祉
・
医
療
、
教
育
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
、
地
域
経
済
と
雇

用
な
ど
を
集
約
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

周
辺
市
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
か

ね
な
い
な
ど
、
周
辺
市
町
の
衰
退
を
助
長

す
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

●
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
生
き
る
上
で
、
感
染

予
防
や
差
別
、
偏
見
な
ど
を
無
く
し
て
い

く
た
め
に
は
、
教
育
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
の
で
は
な
い
か
。

●
１０
年
先
、２０
年
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

基
本
計
画
に
基
づ
く
取
組
を
進
め
て
い
く

上
で
、
若
い
方
の
視
点
、
意
見
、
提
案
を

取
り
入
れ
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

︻
討
論
の
内
容
】

　

討
論
で
は
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の

中
に
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
国
連
で
採
択

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
画
期
的
な
成
果

と
し
て
の
評
価
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

問
題
に
よ
り
行
政
の
在
り
方
や
ま
ち
づ
く

り
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
再
度
検
討
し
直

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
理
由

か
ら
、
こ
れ
ら
の
議
案
に
は
反
対
と
す
る

と
の
反
対
討
論
が
あ
っ
た
。

︻
審
査
の
結
果
】

　

採
決
を
行
っ
た
結
果
、
第
６８
号
議
案

｢

広
島
市
基
本
構
想
の
改
定
に
つ
い
て｣

及
び
第
６９
号
議
案
「
第
６
次
広
島
市
基

本
計
画
の
決
定
等
に
つ
い
て
」
は
、
賛

成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

︻
委
員
長
要
望
】

　

理
事
者
に
は
、
こ
れ
ま
で
委
員
各
位
か

ら
述
べ
ら
れ
た
数
多
く
の
意
見
を
十
分
踏

ま
え
、
今
後
、
こ
の
基
本
計
画
の
実
施
に

努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
令
和
２
年

度
か
ら
令
和
１２
年
度
ま
で
の
長
期
的
な
計

画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、適
宜
見
直
し
を
行
い
、

必
要
が
あ
れ
ば
変
更
を
行
う
こ
と
。

本会議で報告する今田良治委員長

6月 19 日に行われた広島市基本構想・基本計画特別委員会

　昨年（令和元年）６月に議長を
除く 53 人の議員で構成する広島
市基本構想・基本計画特別委員会
を設置いたしました。
　当委員会は、「広島市基本構想
※１」と、「広島市基本計画※２」
が、１０ 年ぶりに改定されること
に伴い設置したもので、約１年間、
同改定内容等に関する調査研究や
審査を重ねてまいりました。
　その経過や概要について、本定
例会の最終日（６月 ２5 日）、今田
良治委員長から報告が行われ、そ
の内容は次のとおりです。

※１「広島市基本構想」
　総合的かつ計画的な行政を推進し、もって
市民福祉の向上を図ることを目的として、広
島市の将来の都市像及びそれを実現するため
の施策の構想について定めるもの。

※２「広島市基本計画」
　「広島市基本構想」を達成するための施策
の大綱を総合的・体系的に定めるもの。


